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平成 7年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱として地方協会毎の活動
が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知をはかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）
に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を全国地方協会にて一斉に挙行していく活動を取り入れました。
初回となった昨年度は、愛のドリーム募金創設 25 事業年目を迎えるにあたり、「愛のドリーム募金創設 25 周年記念
“1月 31 日生命保険の日”全国一斉贈呈式」と題し、全 54 地方協会が一丸となって、「未来ある子どもたち」の
ために活用いただくため、各都道府県社会福祉協議会へ寄付金を贈呈し支援を行いました！
本来であれば 2020 年静岡年次大会会場にて活動報告予定でしたが、急遽中止（延期含む）となりましたため、
皆様にこの誌面を通し各ブロックごとに活動報告を紹介させていただきます。

全国から喜びの声が届いています！

愛 のドリーム募金 
創設25周年記念

１月３１日生命保険の日
全国一斉贈呈式 活動報告

「未来ある子どもたち」のために、全54地方協会が一丸となり一斉贈呈いたしました！！

累計総額　5億4,788万2,506円
令和2年度募金現在額は76 万6,708円です （令和 2年 7月31日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります！

近畿ブロック

滋賀県協会 大阪協会

京都府協会兵庫県協会 和歌山県協会

奈良県協会



毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

9 月追加予定：【個人への提案】学びなおし！
相続の知識（税法編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
9 月追加予定：個人 No.02 ご自身のライフ
プランニングに親から贈与を受けることを
検討してみませんか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
9月追加予定：【法人】会社を取り巻くリスク

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに  
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

技能検定

お金に関する正しい知識を身につけ
人生100年時代に備えましょう

ファイナンシャル・プランニング

国 家
試 験

日 11月10日（火）～12月1日（火）　1月24日 2020年  

受検申請受付期間次回試験日程

2021年

検定センター   
厚生労働大臣指定試験機関

https://www.kinzai.or.jp/
  

https://kentei.kinzai.or.jp/mobile
● スマートフォンからも受検申請ができます。 

● 詳細は、一般社団法人金融財政事情研究会のホームページをご覧ください。インターネットで受検申請ができます。

TEL 03-4334-1263

170x242

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

法務省「法務局にお
ける自筆証書遺言書
保管制度について」

法務省パンフレット
「自筆証書遺言書保
管制度のご案内」

注目の記事



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

最強の 1ヵ月。自分の波動も取り巻く
状況も最高のとき。勝利の恵みの後は、
自分の足許をしっかりと固めて内面の強化
も整備しておきましょう。ビジネス運は
古い顧客へお便りを出しましょう。金銭
運は衝動買いをしないように気を付けてね。
社交運は周囲からのお誘いが多いとき。
できるだけ顔を出しましょう。

開運★東北吉方位～ごく近くを散歩程度。
（人との出会いが多くなり紹介話が舞い込む）

勢いが出てきました。あなた自身が元気
に動けるとき。自分の考えや行動はピント
ピタリです。思い切り動いて形を作れる
とき。自分を取り巻く周囲は少々欲張り
に囲まれていますので、誘いに乗り無理
をしないように気を付けましょう。ビジネス
運は成果の上がるとき。金銭運は良好。
社交運は現状維持。運気の良い流れを
変えないで。
開運★西南吉方位～飲食や商談を。
（食事が紹介や契約に結ぶ可能性が強い吉方位）

今月は体力がないので営業活動も思う
ようにできず、夏の疲れを引きずってビ
ジネスモードに戻りません。自分の気持
ちもあなたを取り巻く周囲も良くないの
で、気持ちを引き締めて努力しましょう。
ビジネス運は基本に沿った活動を第一に
行動してね。金銭運は出銭が多いので良く
ありません。社交運も新しい動きはない
です。
開運★東北大吉方位～遠方泊まり可。家族旅行を。
（良い変化が期待できる吉方位。流れを変えてね）

変化厳禁がテーマの 1ヵ月。自分の行
動も周囲の状況もピンボケでギクシャク
するので、日々言動振る舞いには気を付け
てね。言葉の害を受けてしまうので注意。
ビジネス運は変化を望む案件も多いの
で良く見極めましょう。金銭運は思いが
けない不意な出銭が多くなりそう。社交
運はそれなりに展開しますが、周囲の状況
が悪いです。
開運★東南吉方位～ここで営業活動を。
（良い情報と遠方からの良い知らせがある）

今までのあなたの努力が評価される1ヵ月
です。自分の考えも的確で判断も良い
のですが、周囲が良くないので邪魔が入
りやすいとき。注意しましょう。ビジネス
運は相続問題や病気に関係する商品の
提示などをしてみましょう。入院に関する
資料などは今がチャンスです。金銭運は
見直しが必要、社交運は復活があります。
開運★西北大吉方位～ここで営業活動を。
（田舎の親戚や遠方への旅でビッグな良い流れ
が来る）

体力を消耗して入る今月の運気は低迷期
です。体力が落ちているから気力もわい
てきません。気力体力財力が底をつい
ているのです。ビジネス運は現状維持を
守りながら、来月の備えに向けて準備をし、
次月へのステップアップを図りましょう。
金銭運は良くないので辛抱です。社交運
は再会や復活の兆しあり。

開運★西南吉方位～ここで営業活動を。
（社交運アップと営業利益が上がる）

待望の盛運期に入り、元気よく活動を展開
できるときです。今月のあなたは自分の
考えも行動も的確で、取り巻く周囲も好
意的です。奉仕の心が活きるとき。周り
の方々へ手を差し伸べましょう。ビジネス
運はたくさんの方に出会うチャンスに恵
まれます。金銭運は良好。社交運は人
気上昇中です。
開運★西北大吉方位～遠方吉方旅行可。
（西北の旅に出て金銭運のアップをつかみま
しょう）

盛運の 2 期目。物事がスムーズに発展
できるときを迎えています。今月のあな
たは少々欲深くなっているようですが、
平常心で過ごすことが大事です。ビジネ
ス運は自分の考えよりも周囲との連携や
協調姿勢が大事な 1ヵ月。単独行動は
良くありません。金銭運は良好です。今月
の社交運は現状維持で。

開運★東南吉方位～ごく近くで活動を。
（千客万来の良い方位。同時に金銭アップ）

願いが叶う月です。前半の運気の中で
本気で祈ったあなたにはお願いが効いて
問題が解決するのです。今まで努力を重
ねて来られた方々は、良い噂が遠方まで
流れていきます。そしてビジネス運は信
用がついた分、千客万来になり良い取引
が出てきて紹介話に結ぶチャンスの多い
1ヵ月になります。金銭運は良好。社交
運は千客万来のモテモテになります。
開運★東北吉方位～営業商談はここで。
（人との出会いが多くチャンスに恵まれる）

2020 年 9月節

9.7▶10.7



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2020 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02 特集  
第 2 回　ニッポンの伝統文化

 笑いの芸術  
 「狂言」まるわかり入門

06 新連載　第 1 回　身近なサイエンス
 陶磁器

08 第 65 回　ゼロから学ぶ税金講座
 103 万円の壁は変わらないが……

10 第 213 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「万が一は起こるもの」
 山形県 山辺町立山辺中学校　3 学年　大野 紗己

12 第 42 回　社会保険 Q&A
 遺族年金が支給されないケース（1）

13 第 102 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【素敵な人になるヒント】 
～心を軽くする考え方～

14 第 193 回　お客様からの感謝の声
 49 歳で余命半年と告知。 

定年まで勤め上げ、『奇跡的』に 
すい臓がんと 17 年間共存しています

18 第 114 回　思わず伝えたくなる！   
お金にまつわるエトセトラ

 チケット代を寄附して受けられる税制優遇

19 第 33 回　想いをつなぐ
 児童養護施設で子どもたちを 

支援するお手伝いをしました

20 第 32 回　JAIFA VOICE
 With コロナ時代の変化に対応し 

できることを

＊ 新型コロナウイルス感染症予防のために ＊
日常生活においては、人混みや近距離での会話、多数の人が集まって室内で大きな声を出すことや

歌うこと、密接した状況で呼気が激しくなるような運動を行うことを避け、まん延防止に努めましょう。

01 2020  |  September



ニッポンの
伝統文化

特集
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ニッポンの
伝統文化

特集
の
人
気
は
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

能
と
は
な
に
が
違
う
？�

�
関
係
性
は
？

能
と
の
違
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
声

も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
能
と

狂
言
は
い
わ
ば
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
。
２
つ
セ
ッ

ト
で
「
能
楽
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。庶

民
の
日
常

を
面
白
お
か
し

く
演
じ
る
狂
言

に
対
し
、
能
で

は
合
戦
で
命
を

落
と
し
た
武
将

の
悲
劇
や
、
男

女
の
悲
哀
な
ど

が
厳
格
に
お
ご

そ
か
に
演
じ
ら

れ
ま
す
。
喜
劇

に
対
し
悲
劇
、

会
話
劇
に
対
し

音
楽
劇
と
い
っ

た
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
性
質

は
ま
る
で
真
逆
で
す
。

一
般
的
に
、
能
、
狂
言
、
能
の
よ
う
に
、
１
回

の
公
演
の
中
で
交
互
に
演
じ
ら
れ
る
た
め
、
観
客

は
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
や
す
く
、
最
後
ま
で

飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

狂
言
に
も
流
派
は
あ
る
の
？

狂
言
に
も
、
華
道
や
茶
道
な
ど
に
も
見
ら
れ
る

よ
う
な
「
流
派
」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
あ
る
の
は
、

大
蔵
流
と
和
泉
流
の
２
流
派
で
す
。
大
蔵
流
は
、

織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
武
将
た
ち
に
愛
さ

れ
、江
戸
幕
府
の
保
護
の
も
と
で
発
展
し
た
流
派
。

格
調
を
重
ん
じ
た
古
雅
な
芸
風
を
特
徴
と
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
和
泉
流
は
京
都
で
生
ま
れ
、
名
古
屋
や

金
沢
を
中
心
に
発
展
し
た
流
派
で
、
芸
風
は
柔
和

で
叙
情
性
豊
か
で
す
。
華
や
か
な
装
束
や
謡
う
た
い

を
多

く
使
っ
た
演
出
な
ど
が
特
徴
的
。
ち
な
み
に
、
野

村
萬
斎
は
こ
の
和
泉
流
に
属
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
流
派
の
特
徴
を
知
っ
て
お
く
と
、
狂

言
を
さ
ら
に
深
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
流

派
に
よ
っ
て
型
や
作
法
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
独

自
の
台
本
も
流
派
ご
と
に
伝
わ
っ
て
い
る
た
め
、

同
じ
演
目
で
も
セ
リ
フ
や
登
場
人
物
の
名
、
ス

ト
ー
リ
ー
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
か
ら
で

す
。
同
じ
演
目
を
見
比
べ
、
細
か
な
違
い
を
見
つ

け
る
楽
し
み
方
も
狂
言
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
。

狂
言
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
？

狂
言
は
、
現
代
に
も
通
ず
る
身
近
な
日
常
が

テ
ー
マ
。
狂
言
の
中
に
は
、職
場
の
上
司
や
部
下
、

夫
、
妻
、
親
戚
、
近
所
の
人
な
ど
と
上
手
に
つ
き

あ
う
た
め
の
処
世
術
の
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
の
欠
点
や
失
敗
も

許
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
が
ら
共
存
し
て
い
く

コ
ツ
や
、
円
滑
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
な
ど
が
き
っ
と
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
は
生
き
る
た
め
に
食
べ
た
り
、
寝
た

能楽（狂言＋能）
狂言 能

物語の特徴 喜劇（コミカル）・会話劇 悲劇（シリアス）・音楽劇

主な登場人物と数 多くは無名の庶民 2〜 3人
ほど

多くは霊、武将・貴族などの
歴史上の人物 10〜 20人ほど

1演目の上演時間 20分〜 30分程度 1時間〜 1時間 20分程度
ことば遣い 口語調（「〜でござる」など） 文語調（「〜で候」など）
仮面の有無 多くが素顔 多くが仮面（能面）をつける

■狂言と能、どこがどう違うの？

03 2020  |  September



り
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
幸
せ
で
し
ょ
う
か
。

笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
、
感
動
す
る
こ
と
で
人
生

は
豊
か
に
な
る
の
で
す
。
狂
言
が
生
み
出
す
笑
い

こ
そ
、真
に
人
間
ら
し
い
感
情
の
表
出
。
狂
言
は
、

悲
し
い
気
持
ち
や
仕
事
で
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
な

ど
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
狂
言
は
観
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
で

演
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
み
る
と
、
プ
ロ
が
教
え
る
狂
言
教
室
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

古
き
よ
き
時
代
の
日
本
人
の
心
に
触
れ
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
お
腹
か
ら
声
を
出
す
こ
と
で
健
康
維

持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
行
儀
作
法
を
学
ぶ
の
に

も
狂
言
は
最
適
で
す
。

実
践
編

狂
言
を
観
に
行
こ
う
！

予
習
は
必
要
？�

�

知
っ
て
お
く
と
よ
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

本
来
、
狂
言
を
楽
し
む
の
に
予
習
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
、
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
！　

狂
言
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る「
３
つ
の
柱
」を
知
っ

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●

謡（
う
た
い
）

「
謡
（
う
た
い
）」
は
、
節
を
付
け
て
謡
う
も
の

で
、
商
人
の
売
り
声
や
恋
を
語
る
場
面
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
独
特
の
美
し

い
節
回
し
や
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
テ
ン
ポ
の
心
地

よ
さ
を
味
わ
う
の
も
１
つ
の
楽
し
み
方
で
す
。

●

舞（
ま
い
）

「
舞
」
の
動
き
に
は
、
長
い
歴
史
に
よ
っ
て
完

成
さ
れ
た
、
様
式
的
な
美
し
さ
、
格
調
高
さ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
舞
で
動
物
の
し
ぐ
さ
や
、
戦
の

様
子
な
ど
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
理
解
す
る
手
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

●

語
り

狂
言
は
会
話
劇
で
す
。
合
戦
の
様
子
や
情
景
な

ど
が
、
身
振
り
を
交
え
て
語
ら
れ
ま
す
。
こ
と
ば

の
ア
ク
セ
ン
ト
が
独
特
な
の
で
、
最
初
は
う
ま
く

聞
き
取
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
か
る
言

葉
に
耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特
有
の
セ
リ

フ
回
し
に
も
す
ぐ
に
慣
れ
て
き
ま
す
。

初
め
て
観
る
な
ら
こ
れ
！�

�

わ
か
り
や
す
い
演
目

●

棒
縛（
ぼ
う
し
ば
り
）

自
分
の
留
守
中
に
酒
を
盗
み
飲
み
さ
れ
て
は
か

な
わ
な
い
と
、
主
人
は
出
か
け
る
際
、
太
郎
冠
者

と
次
郎
冠
者
の
手
を
棒
に
縛
り
つ
け
外
出
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
２
人
は
お
互
い
器
用
に
酒
を
飲
ま

せ
合
い
…
…
。帰
っ
て
き
た
主
人
と
の
や
り
と
り
、

愛
嬌
あ
る
２
人
の
演
技
な
ど
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

●

柿
山
伏（
か
き
や
ま
ぶ
し
）

修
行
の
帰
り
、
お
腹
の
す
い
た
山
伏
が
柿
の
木

へ
登
り
実
を
食
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
畑
の
主
が
見

回
り
に
。
木
の
陰
に
身
を
隠
す
山
伏
を
見
つ
け
た

畑
の
主
は
、
あ
れ
は
カ
ラ
ス
だ
、
サ
ル
だ
と
呼
び
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か
け
ま
す
。
や
む
な
く
鳴
き
ま
ね
を
す
る
山
伏
の

滑
稽
さ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

他
に
も
、「
末
広
か
り
（
す
え
ひ
ろ
が
り
）」「
千

鳥
」「
附
子（
ぶ
す
）」「
二
人
袴（
ふ
た
り
ば
か
ま
）」

な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
最
初
は
わ
か
り
や
す
い

有
名
演
目
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ど
こ
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
？

主
に
各
地
に
あ
る
能
楽
堂
で
観
ら
れ
る
ほ
か
、

地
方
の
文
化
会
館
、薪
能
（
た
き
ぎ
の
う
）
と
い
っ

た
野
外
で
行
わ
れ
る
公
演
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
立
能
楽
堂
で
は
毎
月
多
く
の
公
演
が
行
わ
れ
て

お
り
、
初
心
者
向
け
の
鑑
賞
教
室
な
ど
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

服
装
の
き
ま
り
や�

�

特
別
な
マ
ナ
ー
は
あ
る
？

ド
レ
ス
コ
ー
ド
は
な
い
た
め
、
普
段
着
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
ジ
ー
ン
ズ
や
ス
ニ
ー
カ
ー
で
も
Ｏ

Ｋ
で
す
が
、
と
き
に
は
和
服
な
ど
も
雰
囲
気
に

マ
ッ
チ
し
ま
す
。慣
れ
な
い
う
ち
は
、長
時
間
座
っ

て
い
て
も
疲
れ
な
い
服
装
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
特
別
な
鑑
賞
ル
ー
ル
も
な
く
、
一
般
的

な
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
歌

舞
伎
の
よ
う
に
上
演
中
に
掛
け
声
を
か
け
る
と

い
っ
た
慣
習
は
な
い
た
め
、
静
か
に
鑑
賞
し
、
演

者
が
退
場
し
た
ら
暖
か
な
拍
手
を
お
く
り
ま
し
ょ

う
。公

演
情
報
は
ど
こ
で
わ
か
る
？�

�

チ
ケ
ッ
ト
の
買
い
方
は
？

狂
言
の
情
報
は
、
公
演
が
行
わ
れ
る
能
楽
堂
や

ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
設
置
チ
ラ
シ
、
演
者

が
主
催
す
る
会
の
公
式
サ
イ
ト
な
ど
で
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
チ
ケ
ッ

ト
購
入
サ
イ
ト
で
「
狂
言
」
と
検
索
す
る
と
、
上

演
予
定
の
公
演
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
日
時
や
場
所

な
ど
、
自
分
の
行
き
や
す
い
公
演
を
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
に
は
、
能
楽
堂
や
ホ
ー
ル
の

窓
口
で
直
接
買
う
、主
催
者
に
電
話
で
申
し
込
み
、

郵
送
し
て
も
ら
う
な
ど
、
い
く
つ
か
の
手
段
が
あ

り
ま
す
。
一
般
的
に
、
販
売
は
公
演
の
数
ヵ
月
前

か
ら
始
ま
る
た
め
、
上
演
を
知
っ
た
と
き
に
は
す

で
に
完
売
し
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
公

演
情
報
を
マ
メ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ピ
ン
と
き
た
狂

言
に
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

近ごろは、狂言風のコントを演じるお笑い芸人が出現するなど、お笑い界にもちょっとした狂言ブー
ム！？が来ています。「そろりそろり」「アムアムアム」など、オーバーなしぐさとともに発せられる
ユニークな擬音に人気の秘密があるようです。
実は、狂言はこうした擬音の宝庫。大掛かりなセットや道具を使わないため、そこにあるはずの物や、
状況を音で表現しています。たとえば、同じ扉を開けるときでも、重い扉なら「グアラグアラ」、軽い
扉なら「サラサラ」と、擬音は場面に合わせ細かな使い分けもされているのです。観るものの想像を
膨らませてくれるお助けツールともいえそうですね。
ちなみに「ビョウビョウ」はなんの鳴き声だかわかりますか？　答えは犬。狂言には、思わずクスッ
と笑ってしまう面白い擬音がいっぱいです。現代のお笑いと相性が良いのにもうなずけます。

あの「そろりそろり」も？ 狂言はユニークな擬音の宝庫
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き
や
貯
蔵
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
装
飾
の
工

夫
に
よ
っ
て
芸
術
性
も
育
ま
れ
る
な
ど
、
人
類

文
化
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

土
器
作
り
の
技
術
は
数
万
年
に
わ
た
っ
て
連

綿
と
受
け
継
が
れ
、
や
が
て
陶
磁
器
づ
く
り

の
技
術
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
陶
磁
器
と
は

陶
器
と
磁
器
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
ど
ち
ら

も
中
国
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
ま
す
が
、
誕
生
し

た
時
代
に
は
格
差
が
あ
り
ま
す
。
釉
薬
を
用

い
た
陶
器
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の
は
紀
元
前

１
５
０
０
年
頃
の
殷い

ん

周し
ゅ
う

時
代
。
一
方
の
磁
器
は

西
暦
１
０
０
０
年
前
後
の
北ほ

く

宋そ
う

時
代
に
完
成
し

た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
陶
器
と
磁
器
の
誕
生

に
は
約
２
５
０
０
年
と
い
う
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
陶
器
づ
く
り

は
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
て
８
世

紀
ご
ろ
に
始
ま
り
、
磁
器
づ
く
り
は
江
戸
時
代

初
期
に
朝
鮮
か
ら
渡
来
し
た
陶
工
・
李
参
平
が

１
６
１
６
年
に
佐
賀
県
有
田
町
で
制
作
に
成
功

し
た
の
が
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
と
温
度
が
陶
器
と
磁
器
を
分
け
る

土
器
か
ら
発
展
し
た
製
造
技
術

紀
元
前
１
万
年
以
上
も
の
太
古
の
時
代
に
人

類
が
発
明
し
た
、
土
器
作
り
の
技
術
。
粘
土
を

成
形
し
て
焼
き
固
め
る
こ
と
で
水
が
漏
れ
な
い

容
器
を
自
在
な
形
で
作
り
出
せ
る
の
は
ま
さ
に

革
命
的
。
そ
れ
ま
で
困
難
だ
っ
た
食
料
の
煮
炊

陶
器
と
磁
器
。
生
ま
れ
た
時
期
は
違
う
と
は

い
え
、
ど
ち
ら
も
原
料
の
土
を
形
に
焼
き
上
げ

た
も
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
見
た
目
も
特
性

も
ま
る
で
違
う
仕
上
が
り
に
な
る
の
は
何
故
で

し
ょ
う
か
。（
図
表
１
）

陶
磁
器
の
生
地
と
な
る
土
は
、
そ
の
大
部
分

を
「
粘
土
」「
珪け

い

石せ
き

」「
長
石
」
の
３
つ
の
成
分

が
占
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
粘
土
に
は
土

器
の
形
を
作
る
役
割
、
珪
石
に
は
土
器
の
骨
格

1

9 月号から 6 回に渡り、「身近なサイエンス」を掲載していきます。
日々の生活の中ではほとんど意識することのない、

身の回りの品々に潜む秘密を探ります。
第1回は陶磁器。

紀元前から作り続られてきた日用品の王様に注目します。

陶器 磁器

英語名 pottery porcelain

質感 ざらざら なめらか

厚み 厚い 薄い

色 土色 白

叩いた時の音 低く鈍い 金属的な高い音

吸水性 あり 無し

熱伝導性 低い 高い

日本の主な産地 瀬戸焼、信楽焼、
美濃焼

有田焼、九谷焼、
波佐見焼

図表 1 ■ 陶器と磁器の主な特徴

陶磁器
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と
し
て
の
役
割
、
長
石
に
は
高
温
で
融
け
て
ガ

ラ
ス
質
と
な
り
粘
土
と
珪
石
を
つ
な
ぐ
役
割
が

あ
り
、
ど
れ
一
つ
欠
け
て
も
し
っ
か
り
と
し
た

製
品
は
で
き
ま
せ
ん
。
粘
土
だ
け
を
焼
き
上
げ

て
も
手
で
簡
単
に
割
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
脆
く
、

長
石
も
珪
石
も
砂
の
よ
う
に
ま
と
ま
り
に
く
い

の
で
形
を
作
る
の
が
困
難
。
３
つ
の
成
分
が
適

度
な
バ
ラ
ン
ス
で
配
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
良

い
土
の
第
一
条
件
な
の
で
す
。

陶
器
と
磁
器
の
ど
ち
ら
も
こ
の
３
つ
の
成
分

を
主
体
と
し
た
土
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

見
た
目
や
性
質
の
違

い
を
決
定
づ
け
て
い

る
の
が
３
成
分
の
バ

ラ
ン
ス
の
違
い
で

す
。（
図
表
２
）

陶
器
と
磁
器
を
比

べ
て
み
る
と
、
磁
器

に
使
う
土
は
陶
器
に

使
う
も
の
よ
り
も
長

石
の
割
合
が
大
き

く
、
焼
成
温
度
も
数

百
度
以
上
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
珪
石
の
割
合
は
陶
器

と
磁
器
の
ど
ち
ら
に
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

が
、ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
量
で
は
な
く
性
質
。

じ
つ
は
珪
石
は
ガ
ラ
ス
の
原
料
で
あ
り
、
高
温

に
な
る
と
溶
け
て
ガ
ラ
ス
化
す
る
の
で
す
。
し

か
し
そ
の
融
点
は
高
い
た
め
、
陶
器
の
焼
成
温

度
で
は
融
け
ず
、
磁
器
の
焼
成
温
度
に
な
っ
て

よ
う
や
く
融
け
始
め
ま
す
。
た
だ
し
、
磁
器
焼

成
の
高
温
を
も
っ
て
し
て
も
単
体
で
は
完
全
に

融
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
助
け
舟
と
な
る
の
が
長

石
で
す
。
さ
き
ほ
ど
、
長
石
は
高
温
で
融
け
て

粘
土
と
珪
石
を
つ
な
げ
る
役
割
が
あ
る
と
説
明

し
ま
し
た
が
、
実
は
そ
れ
以
外
に
も
「
珪
石
が

溶
け
る
の
を
助
け
る
」
と
い
う
働
き
が
あ
り
ま

す
。
磁
器
用
の
土
に
は
長
石
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
た
め
珪
石
の
融
解
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
働
き

が
顕
著
に
発
揮
さ
れ
、
珪
石
が
完
全
に
ガ
ラ
ス

化
し
て
磁
器
な
ら
で
は
の
美
し
い
姿
が
生
み
出

さ
れ
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ガ
ラ
ス
化
は
陶
器
で
も
利
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
仕
上
げ
に
釉
薬
と
呼
ば
れ

る
薬
品
で
す
。
釉
薬
は
長
石
や
粘
土
を
ベ
ー
ス

に
珪
石
や
色
の
成
分
を
混
合
し
た
も
の
で
、
成

形
し
た
器
に
釉
薬
を
か
け
て
焼
成
す
る
と
釉
薬

が
ガ
ラ
ス
化
し
て
器
を
覆
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
美
し
い
艶
感
や
色
彩
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な

く
、
陶
器
の
細
か
な
穴
が
塞
が
れ
る
の
で
、
水

漏
れ
や
汚
れ
の
し
み
込
み
も
防
げ
る
の
で
す
。

人
類
の
営
み
を
見
守
る�

�

「
焼
き
物
」
技
術

土
器
作
り
に
始
ま
り
、
陶
器
、
磁
器
を
生
み

出
し
た
「
焼
き
物
」。
い
ま
こ
の
技
術
の
最
先

端
を
行
く
の
が
、
精
製
し
て
性
質
を
最
大
限
に

引
き
出
し
た
原
料
を
加
熱
し
て
作
り
出
す
フ
ァ

イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
技
術
で
す
。

人
類
の
食
に
革
命
を
与
え
た
土
器
。
料
理
や

食
事
を
彩
る
器
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
建
築
材

料
、
衛
生
用
品
、
美
術
工
芸
品
な
ど
様
々
な
形

で
生
活
を
豊
か
に
す
る
陶
磁
器
。
そ
し
て
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
、
人
工
歯
、
人
工
宝
石
、
Ｉ
Ｃ
基

板
な
ど
現
代
社
会
を
支
え
る
重
要
な
素
材
を
作

り
出
す
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
。

人
類
の
歴
史
は
ま
さ
に
「
焼
き
物
」
に
始
ま

り
、「
焼
き
物
」
と
共
に
進
歩
し
て
来
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生地土
焼成温度

粘土 珪石 長石

陶器 50% 40% 10% 800度〜 1250度

磁器 30% 40% 30% 1200度〜 1400度

図表 2 ■ 生地土を構成する鉱物の割合と焼成温度
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38
万
円
が
48
万
円
に

　

今
回
は
配
偶
者
控
除
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
働
い

て
い
る
友
だ
ち
か
ら
「
１
０
３
万
円
の
壁
」

B

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
は

彼
女
が
夫
の
配
偶
者
控
除
の
対
象
に
な
る
か

ど
う
か
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
だ
よ
。
夫
が
配
偶
者
控
除
の
適
用

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
妻
が
パ
ー
ト
収
入

を
調
整
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
毎
年
秋
ご
ろ
か
ら
計
算
し
始
め
て
、
年

間
の
収
入
が
範
囲
内
に
納
ま
る
よ
う
に
し
て

い
る
人
は
多
い
よ
。

　

今
年
２
０
２
０
年
か
ら
、
改
正
で
給
与

所
得
控
除
が
減
っ
た
と
前
に
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
そ
の
影
響
で
こ
の
１
０
３
万
円

の
ラ
イ
ン
は
変
わ
る
の
で
す
か
。

　

な
ぜ
そ
う
思
う
？

　

給
与
所
得
控
除
額
が
減
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
給
与
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
を
引

い
た
金
額
は
従
来
よ
り
多
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
？

　

そ
れ
は
そ
の
と
お
り
だ
け
ど
、
結
論
か

ら
い
う
と
１
０
３
万
円
の
壁
は
変
わ
ら
な
い

よ
。
Ｂ
さ
ん
の
い
う
と
お
り
、
正
確
に
い
う

と
、
配
偶
者
控
除
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か

ABABA

は
、
給
与
収
入

4

4

の
額
で
は
な
く
、
そ
の
額
か

ら
給
与
所
得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
給
与
所4

得4

の
額
に
よ
っ
て
判
定
す
る
。
２
０
１
９
年

ま
で
は
１
０
３
万
円
の
給
与
収
入
に
対
す
る

給
与
所
得
控
除
額
は
65
万
円
だ
っ
た
か
ら
、

給
与
所
得
金
額
は
38
万
円
。
配
偶
者
控
除
は

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
の
場
合
に
適

用
さ
れ
た
の
で
、
給
与
以
外
に
所
得
が
な
け

れ
ば
、
給
与
収
入
ベ
ー
ス
で
１
０
３
万
円
が

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
給
与
所
得
控
除
は
最

低
額
が
65
万
円
か
ら
55
万
円
に
減
り
ま
し
た

よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
１
０
３
万
円
か
ら

55
万
円
を
引
い
た
給
与
所
得
額
は
48
万
円
に

な
っ
て
、
38
万
円
を
オ
ー
バ
ー
し
ま
す
。

　

じ
つ
は
２
０
２
０
年
か
ら
、
配
偶
者
控

除
の
対
象
に
な
る
所
得
金
額
の
基
準
が
38
万

円
か
ら
48
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
結
果
的
に
１
０
３
万
円
の
壁
は
変
わ

ら
な
い
ん
だ
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
か
。

　

そ
も
そ
も
、
去
年
ま
で
の
38
万
円
と
い

BABA

65

103 万円の壁は
変わらないが……
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う
の
は
、
基
礎
控
除
の
金
額
と
同
じ
だ
。
す

な
わ
ち
給
与
収
入
が
１
０
３
万
円
で
給
与
所

得
金
額
が
38
万
円
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
か

ら
さ
ら
に
基
礎
控
除
が
引
け
る
の
で
、
課
税

所
得
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い

換
え
る
と
課
税
所
得
ゼ
ロ
の
配
偶
者
が
配

偶
者
控
除
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

２
０
２
０
年
か
ら
は
給
与
所
得
控
除
が
10
万

円
減
っ
た
一
方
で
基
礎
控
除
は
10
万
円
引
き

上
げ
ら
れ
て
48
万
円
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
配

偶
者
控
除
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額
の
ラ
イ

ン
も
48
万
円
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
よ
。

　

な
る
ほ
ど
…
…
。

実
際
の
壁
は
１
５
０
万
円

　

と
こ
ろ
で
、
配
偶
者
控
除
の
ほ
か
に
配

偶
者
特
別
控
除
と
い
う
の
も
あ
る
。
配
偶
者

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
所
得
金
額
が
48
万

円
以
下
の
場
合
だ
け
ど
48
万
円
を
超
え
て
も

１
３
３
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
配
偶
者
特
別
控

除
の
適
用
が
あ
る
。
両
方
は
一
体
的
に
と
ら

BA

え
て
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。
配
偶
者
の
所
得

金
額
に
応
じ
た
両
者
の
控
除
額

―
夫
の
合

計
所
得
金
額
が
９
０
０
万
円
以
下
の
場
合
の

控
除
額

―
を
下
記
図
表
に
ま
と
め
た
け

ど
、
じ
つ
は
所
得
金
額
が
48
万
円
を
超
え
て

も
95
万
円
ま
で
な
ら
、
配
偶
者
控
除
と
同
じ

38
万
円
が
配
偶
者
特
別
控
除
と
し
て
控
除
で

き
る
ん
だ
。
所
得
金
額
95
万
円
は
給
与
収
入

ベ
ー
ス
で
は
１
５
０
万
円
に
相
当
す
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
１
０
３
万
円
で
は
な

く
実
際
に
は
１
５
０
万
円
の
壁
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

　

税
金
上
は
そ
う
い
っ
て
い
い
よ
。
た
だ
、

壁
に
は
ほ
か
に
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
、

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
に
な
れ
る
か

ど
う
か
の
境
目
で
あ
る
１
３
０
万
円
の
壁
も

あ
る
。
ま
た
、
給
料
の
家
族
手
当
の
対
象
と

し
て
１
０
３
万
円
を
基
準
に
し
て
い
る
会
社

も
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
考
慮
し
て
壁
を

超
え
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
ほ
う
が
い
い

よ
。

BA

配偶者の給与所得金額 配偶者の給与収入額 控除額
配偶者控除 48万円以下 103万円以下 38万円

配偶者特別控除

48万円超　95万円以下 104万円以上　150万円以下 38万円
95万円超　100万円以下 151万円以上　155万円以下 36万円
100万円超　105万円以下 156万円以上　160万円以下 31万円
105万円超　110万円以下 161万円以上　166万円以下 26万円
110万円超　115万円以下 167万円以上　175万円以下 21万円
115万円超　120万円以下 176万円以上　182万円以下 16万円
120万円超　125万円以下 183万円以上　190万円以下 11万円
125万円超　130万円以下 191万円以上　197万円以下 6万円
130万円超　133万円以下 198万円以上　201万円以下 3万円
133万円超 202万円以上 0円

図表■配偶者控除と配偶者特別控除の控除額（控除を受ける本人の合計所得金額が 900 万円以下の場合）

（注）配偶者の給与収入額は 1 万円単位で示している。配偶者には給与以外に所得はないものとした。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
57
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

213

「
保
険
に
入
っ
て
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
万
が
一
っ
て
起
こ

る
ん
だ
ね
。」

こ
れ
は
、
今
か
ら
八
年
前
、
母
が
ガ
ン
に
な
っ
た
時
に
よ
く

言
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。

　

母
は
、
私
の
祖
母
か
ら
医
療
保
険
の
加
入
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
母
は
、『
ど
う
せ
、
病
気
に
な
ん
て
な
ら
な
い

の
だ
か
ら
必
要
無
い
の
に
な
』
と
思
っ
て
、
あ
ま
り
賛
成
の

気
持
ち
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
保
険
料
の
一
番
安
い
保
険
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
そ
こ
ま
で
深
く
は
考
え
ず
に
、

念
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
〝
ガ
ン
特
約
〟
も
つ
け
ま
し
た
。

こ
の
時
母
は
、
そ
れ
が
三
年
後
に
大
活
躍
す
る
と
は
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
三
年
後
、
母
は
右
眼
結
膜
悪
性
リ
ン
パ
腫
と
い
う
、

右
眼
の
結
膜
に
ガ
ン
が
で
き
る
病
気
に
か
か
り
ま
し
た
。
こ

の
時
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
賛
成
の
気
持
ち
が
少
な
い
中
入
っ

た
保
険
と
、
そ
の
保
険
に
つ
け
た
〝
ガ
ン
特
約
〟
が
大
活
躍

し
ま
し
た
。
母
は
、

「
少
な
い
保
険
料
な
の
に
、
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
て
一
時
金
が
も

ら
え
た
し
、
放
射
線
治
療
や
通
院
で
も
給
付
金
が
受
け
取
れ

て
、
本
当
に
助
か
っ
た
。」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ン
の
治
療
と
い
う
の
は
、
と
て
も
お
金
の
か
か
る
も
の

で
す
。
こ
の
世
の
中
に
は
、
お
金
の
関
係
が
原
因
で
治
療
を

す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
何
十
億
人
と
い
る
こ
の
世
の
中
で
、
自
分
が
病
気
に
な

る
と
は
、
誰
も
が
考
え
難
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
、

万
が
一
は
起
こ
る
も
の

山
形
県 

山
辺
町
立
山
辺
中
学
校　

三
学
年　

大お
お
の野 

紗さ

ら己

都
道
府
県
別
賞
一
等
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新刊のご案内

日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
ガ
ン
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
先
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
自
分
が
注

意
し
て
い
て
も
、
相
手
の
不
注
意
に
よ
る
交
通
事
故
も
起
こ

り
か
ね
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、

保
険
に
入
っ
て
お
い
て
損
を
す
る
こ
と
は
無
い
の
で
は
な
い

か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
幸
運
な
こ
と
に
、
私
の
母
は
今
現
在
、

再
発
も
せ
ず
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
も
し
、
あ

の
時
保
険
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
生
き
る
た
め
に
家
の

お
金
を
あ
る
限
り
出
し
尽
く
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

実
は
、
母
に
保
険
に
入
る
よ
う
勧
め
た
私
の
祖
母
は
昨
年
、

膵
臓
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
祖
母
は
病
院
で
医
療
事
務

の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
健
康
に
は
人
一
倍
気
を

つ
け
て
い
ま
し
た
。
食
事
に
も
、
日
頃
の
生
活
態
度
に
も
気

を
使
っ
て
い
た
、
そ
ん
な
祖
母
が
ガ
ン
に
な
っ
た
と
聞
き
、

私
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
祖

母
は
、
抗
ガ
ン
剤
治
療
を
受
け
ま
し
た
。
母
が
受
け
た
放
射

線
治
療
と
は
違
い
、
酷
い
副
作
用
に
も
苦
し
み
ま
し
た
。
辛

い
治
療
中
に
祖
母
は
、
私
に
、

「
自
分
が
ガ
ン
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
よ
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
、
余
命

を
大
き
く
上
回
り
七
カ
月
間
も
病
気
と
一
生
懸
命
闘
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

私
も
、
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
私
も
ち
ゃ
ん
と
保
険
に
入
っ
て

い
ま
す
。「
私
は
大
丈
夫
だ
。」
や
「
私
に
は
関
係
な
い
。」
と

他
人
事
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
自
分
自

身
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

 「介護保障ガイド｣改訂版ができました！
 「介護保障ガイド」は、公的介護保険制度
と生命保険会社の介護保険の仕組みなど
を図表や Q&A にまとめ、わかりやすく
解説した小冊子です。
今回の改訂では、介護が必要となった主
な原因第 1 位の「認知症」、第 2 位の「脳
血管疾患」について、症状・治療・予防
等を解説するページを追加するととも
に、「認知症で在宅サービスを利用した
場合」、「介護医療院を利用した場合」の
ケアプラン・費用の例を追加しました。
B5 判・52 ページ（オールカラー）1 部 200 円（税込価格・送料別）
お申込は（公財）生命保険文化センターホームページ

（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ

（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからは QR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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公
的
年
金
に
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
に

も
ら
え
る
老
齢
年
金
の
ほ
か
に
遺
族
年

金
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
遺
族
年
金
は
子

ど
も
が
い
な
い
場
合
に
は
支
給
さ
れ
な
い
と
聞

き
ま
し
た
。
本
当
で
す
か
。

遺
族
基
礎
年
金
は
子
ど
も
が
い
る
こ
と

が
絶
対
条
件
で
す
。
こ
の
場
合
の
子
ど

も
と
は
、
原
則
と
し
て
18
歳
到
達
年
度
の
末
日

ま
で
の
子
ど
も
を
い
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一

般
に
は
高
校
卒
業
ま
で
の
年
齢
の
子
ど
も
が
い

な
い
場
合
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
遺
族
厚
生
年
金
は

QA

子
ど
も
が
い
な
く
て
も
他
の
要
件
を
満
た
せ
ば

支
給
さ
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
は
子
ど
も
が
要
件

老
齢
年
金
に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
が
あ
る
よ
う
に
、
遺
族
年
金
に
も
遺
族
基
礎

年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
が
あ
り
ま
す
。
遺
族
基

礎
年
金
は
国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遺
族
厚
生
年
金
の
ほ
う
は
、
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
者
が
対
象
で
す
。
死
亡
時
に
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
で
な
く
て
も
、
か
つ
て
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
し
て
い
た
場
合
（
い
ま
は
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
な
ど
の
場

合
）
も
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
遺
族
年
金
の
う
ち
、
遺
族
基
礎
年
金

は
、
遺
族
に
子
ど
も
が
い
る
こ
と
が
要
件
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
子
ど
も

と
は
、
18
歳
到
達
年
度
末
（
一
定
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
満
20
歳
）
ま
で
の
子
ど
も
（
す
で
に

結
婚
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）に
限
ら
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
子
ど
も
が
い
な
い
か
、
い
て
も
す

遺族年金が
支給されないケース（1）

第 42回

で
に
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
、

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
の
は
、
遺
族
基
礎
年

金
は
子
ど
も
が
残
さ
れ
た
場
合
の
社
会
保
障
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
点
か
ら
、
死
亡
時
に
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で

の
子
ど
も
が
い
て
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

て
も
、（
す
べ
て
の
）
子
ど
も
が
18
歳
到
達
年

度
末
に
達
す
る
と
遺
族
基
礎
年
金
は
打
ち
切
ら

れ
ま
す
。

保
険
料
未
納
で
不
支
給
も

と
こ
ろ
で
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
要
件
は

ほ
か
に
も
あ
り
、
子
ど
も
が
い
る
か
ら
と
い
っ

て
必
ず
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
亡
く
な
っ
た
人
が
国
民
年
金
の
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
た
場
合
に
支
給
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
①
保
険
料
の
未
納
期
間
が
被

保
険
者
期
間
の
３
分
の
１
以
下
で
あ
る
か
、
ま

た
は
②
直
近
１
年
間
の
被
保
険
者
期
間
に
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
の
い
ず
れ
か
を
満
た

12



★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

し
て
い
な
け
れ
ば
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
言
い

換
え
る
と
直
近
１
年
間
以
上
滞
納
し
て
い
て
、

通
算
で
未
納
期
間
が
３
分
の
１
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
他
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
65
歳
以
上
で
死
亡
し
た
場
合
は
（
そ

も
そ
も
65
歳
以
上
で
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
）、
①
、
②
の
保
険
料
納
付
要
件
は
問

わ
れ
ま
せ
ん
が
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
期
間
が
通
算
し
て
25
年
以
上
な
い
と
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
25
年
要
件
の
期
間
に
は
、

第
１
号
被
保
険
者
期
間
で
保
険
料
を
納
付
し
て

い
な
い
期
間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、

や
は
り
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
期
間
が
長
く

あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
え
ま

す
。さ

ら
に
、
遺
族
の
年
収
要
件
も
あ
り
ま
す
。

遺
族
年
金
は
死
亡
し
た
人
と
遺
さ
れ
た
人
と
の

間
に
生
計
維
持
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
の
生
計
維
持
の
基
準
は
、
残
さ
れ
た
人

の
年
収
が
８
５
０
万
円
未
満
で
あ
る
、
と
さ
れ

先月号では、苦手と感じる人とは距離（物理的）
を取りましょうとお話をしました。実際のところ相手
がどのように思うかが気になって「決められない」
と感じる人も多いのかもしれません。あなたはい
かがですか？　でも、ちょっと待って！　決めるこ
とはそんなに難しいことなのでしょうか！？　ケン
ブリッジ大学の研究によると、人は1日に最大3万
5,000回の決断をしているそうです♥　朝食に
コーヒーを飲むか飲まないか、何を着るか、傘を
持つか持たないかなど、言われてみれば確かに
そのくらいありそうですね（笑）。「自分のことは自分
で決めたい」と願いながら、私たちが決断でき
ない理由が、「相手がどのように思うか」だとし
たら…。でもね、実際には言われてもいないのに、
相手から見た自分を勝手に想像していることはあり
ませんか？　「自分の人生を自分が主役で生きる」
ための様々なコ
ミュニケーション
の方法を学ぶこ
とで、自分の考
え方の癖に気づ
くだけでも心が
軽くなりますよ。

～素敵な人になるヒント～

心を軽くする考え方

VoI.102

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
残
さ
れ
た
配
偶
者
に

８
５
０
万
円
以
上
の
年
収
が
あ
る
場
合
は
、
他

の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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〜
あ
な
た
を
守
り
た
い
〜

お
客
様
か
ら
の

感
謝
の
声

お
客
様

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

49
歳
で
余
命
半
年
と
告
知
。
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
、

『
奇
跡
的
』
に
す
い
臓
が
ん
と
17
年
間
共
存
し
て
い
ま
す

人
間
の
限
界
量
２
０
０
回
以
上
の

抗
が
ん
剤
を
投
与

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
千
葉
県

在
住
の
Ｏ
さ
ま
で
す
。
17
年
前
、
Ｏ
さ
ま
は
49

歳
の
若
さ
で
、
ス
テ
ー
ジ
４
の
す
い
臓
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
余
命
半
年
と
告
知
さ
れ
ま
し
た
。

「
検
査
を
受
け
た
き
っ
か
け
は
、
単
身
赴
任
先

で
た
び
た
び
感
じ
る
腹
痛
で
し
た
。
が
ん
と
診

断
さ
れ
た
と
き
は
、
体
調
も
よ
く
な
っ
て
い
た

の
で
、
私
も
妻
も
た
だ
た
だ
呆
然
と
す
る
だ
け

で
し
た
」

　

す
い
臓
が
ん
は
体
の
奥
深
く
に
で
き
る
の

で
、
発
生
し
て
も
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
が

ん
で
す
。
さ
ら
に
、
早
い
段
階
で
は
特
徴
的
な

症
状
が
な
い
た
め
、
が
ん
と
わ
か
っ
た
と
き
に

は
、
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
私
の
場
合
も
す
で
に
腫
瘍
は
大
き
く
、
リ
ン

パ
節
に
も
か
ら
ん
で
い
た
の
で
、
手
術
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
、
抗
が
ん
剤
治
療
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
他
の
人
と
違
っ
て
比
較
的

副
作
用
が
軽
く
て
助
か
り
ま
し
た
」

　

病
気
が
わ
か
っ
て
、
単
身
赴
任
先
か
ら
自
宅

通
勤
で
き
る
本
社
に
異
動
。
働
き
な
が
ら
闘
病

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
通
院
し
て
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
入
退
院
も
く
り
返
し
ま
し
た
。
そ
の
た

び
に
当
時
の
明
治
安
田
生
命
の
担
当
者
だ
っ
た

高た
か

橋は
し

文ふ
み

子こ

さ
ん
が
、
真
摯
に
給
付
金
請
求
に
対

応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
妻
へ
の

心
理
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
細
や
か
な
心
遣
い
に

夫
婦
と
も
ど
も
癒
や
さ
れ
ま
し
た
」

　

抗
が
ん
剤
は
、
人
間
に
投
与
で
き
る
限
界
量

２
０
０
回
以
上
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
上
の
抗
が
ん
剤
投
与
は
、
背
骨
に
影

響
が
出
て
歩
け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
終
了

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
抗
が
ん
剤
に
準
じ
た

薬
を
月
一
回
注
射
し
続
け
て
い
ま
す
。

「
医
師
か
ら
は
『
奇
跡
』
と
言
わ
れ
、
無
事
に

定
年
ま
で
勤
め
上
げ
ま
し
た
」

　

奇
跡
は
定
年
後
も
続
き
ま
し
た
。
が
ん
が
腸

に
転
移
し
た
こ
と
が
原
因
で
食
道
が
破
裂
。
緊

急
手
術
の
後
、
意
識
不
明
が
続
き
、
ご
家
族
は

友
人
知
人
に
危
篤
の
連
絡
を
し
た
に
も
か
か
わ

Ｏ
さ
ま
（
66
歳　
無
職
）／
妻
（
62
歳　
パ
ー
ト
勤
務
）／
長
女
（
36
歳　
会
社
員
）／

長
男
（
32
歳　
会
社
員
）

Vol. 193
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ら
ず
、
急
激
に
回
復
。
現
在
は
、
闘
病
を
続
け

な
が
ら
奥
様
と
穏
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

「
昨
年
、
現
在
の
担
当
者
の
艮

う
し
と
らの

ぶ
子
さ
ん
に

相
談
を
し
て
、
保
障
が
充
実
し
た
新
し
い
医
療

保
険
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

の
長
い
闘
病
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
生
命
保
険

に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

Ｏ
さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生
命
保
険

※

へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
艮
さ
ん
の
お
話
を
交

え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

48
歳
の
健
康
診
断
で

初
め
て
の
「
再
検
査
」
判
定

　

Ｏ
さ
ま
は
大
学
卒
業
後
、
大
手
専
門
商
社
に

入
社
。
当
時
生
命
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
は
、

社
会
人
に
な
る
と
、
仕
事
や
友
人
関
係
を
通
じ

て
自
然
な
流
れ
で
し
た
。

「
担
当
者
の
高
橋
さ
ん
は
、
６
歳
年
上
の
信
頼

で
き
る
女
性
。
若
い
私
が
、
収
入
や
健
康
の
こ

と
を
何
で
も
相
談
で
き
る
貴
重
な
存
在
で
し

た
。
高
橋
さ
ん
が
70
歳
で
退
職
さ
れ
る
ま
で
、

お
付
き
合
い
は
長
年
続
き
、
そ
の
間
に
家
族
も

増
え
ま
し
た
」

　

28
歳
の
と
き
、
Ｏ
さ
ま
は
４
歳
年
下
の
奥
様

と
社
内
結
婚
し
、
２
人
の
お
子
様
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
奥
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
夫
は
独
身
時
代
か
ら
、
デ
ー
ト
の
時
間
も
と

れ
な
い
ほ
ど
多
忙
で
し
た
。
子
ど
も
達
が
生
ま

れ
た
頃
は
、
バ
ブ
ル
景
気
で
ま
す
ま
す
多
忙
に

な
り
ま
し
た
」

　

海
外
出
張
は
年
間
１
２
０
日
、
仕
事
を
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
成
果
に
現
れ
る
時
代
。Ｏ
さ
ま
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

「
家
で
く
つ
ろ
ぐ
暇
も
な
い
ほ
ど
、
夫
は
激
務

で
し
た
が
、
体
は
健
康
そ
の
も
の
。
唯
一
の
病

欠
は
、
子
ど
も
か
ら
感
染
し
た
み
ず
ぼ
う
そ
う

で
し
た
」

　

健
康
診
断
も
長
年
「
異
常
な
し
」
の
判
定
が

続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
48
歳
の
と
き
に
初
め

て
、
腹
部
の
異
常
で
再
検
査
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。
Ｏ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
大
学
病
院
で
検
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
軽
い

胃
潰
瘍
の
可
能
性
と
い
う
程
度
。
そ
の
後
、
単

身
赴
任
の
辞
令
が
出
ま
し
た
」

　

奥
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
夫
婦
に
と
っ
て
初
め
て
の
単
身
赴
任
。
電
話

で
何
度
か
腹
痛
を
訴
え
た
の
で
、
帰
宅
し
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
受
診
を
勧
め
ま
し
た
。
す
る
と
精

密
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
ま
ま
入
院
。

１
ヵ
月
た
っ
て
も
結
果
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

検
査
入
院
中
、Ｏ
さ
ま
は
腹
痛
も
な
く
元
気
。

ご
夫
婦
で
結
果
を
待
ち
な
が
ら
、「
大
し
た
病

気
で
は
な
い
よ
ね
」と
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
や
っ
と
医
師
か
ら
結
果
説
明
を
受
け
ら
れ
た
※保険契約の引受判断は、お客さまの健康状態に基づき個々に行なわれており、同様のケースでも査定が異なることがあります。

15 2020  |  September



と
き
に
は
、が
ん
と
余
命
半
年
の
告
知
で
し
た
。

そ
し
て
、
引
き
続
き
入
院
し
て
抗
が
ん
剤
治
療

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　

奥
様
は
看
病
だ
け
で
な
く
、
Ｏ
さ
ま
の
会
社

と
の
や
り
と
り
や
単
身
赴
任
先
へ
の
あ
い
さ

つ
、
ア
パ
ー
ト
の
片
づ
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
に
奔
走
し
ま
し
た
。

「
高
橋
さ
ん
に
連
絡
す
る
と
、『
元
気
な
働
き
マ

ン
が
ど
う
し
て
…
』
と
絶
句
し
な
が
ら
も
、
が

ん
一
時
金
や
医
療
費
な
ど
給
付
金
の
手
続
き
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
心
強

か
っ
た
で
す
」

定
年
退
職
し
た
3
ヵ
月
後
に
救
急
搬
送

　

発
病
前
の
Ｏ
さ
ま
体
重
は
90
㎏
（
身
長
は

１
８
３
㎝
）、
初
め
て
の
抗
が
ん
剤
治
療
の
入

院
中
に
、
体
重
は
み
る
み
る
減
っ
て
い
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
は
、
驚
く

ほ
ど
軽
か
っ
た
の
で
す
。
Ｏ
さ
ま
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
脱
毛
は
気
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
吐
き
気

も
薬
で
抑
え
ら
れ
る
程
度
。
食
事
量
は
減
り
ま

し
た
が
、
き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
ま
し
た
」

　

入
院
は
２
ヵ
月
に
及
び
ま
し
た
。
病
気
が
わ

か
っ
て
か
ら
、
治
療
の
た
め
に
単
身
赴
任
先
か

ら
本
社
勤
務
へ
異
動
。
退
院
後
は
、
仕
事
を
し

な
が
ら
の
闘
病
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

「
通
勤
時
間
は
40
分
程
度
。
仕
事
内
容
は
以
前

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
、
軽
く
な

り
ま
し
た
。
長
年
で
た
ま
り
に
た
ま
っ
た
有
給

休
暇
を
使
い
な
が
ら
、
闘
病
と
仕
事
の
両
立
を

し
ま
し
た
」

　

２
週
間
に
１
回
、
通
院
に
よ
る
抗
が
ん
剤
治

療
を
続
け
た
上
、
年
に
５
～
６
回
も
の
入
退
院

の
く
り
返
し
。
ひ
ど
い
と
き
に
は
退
院
し
た
翌

日
に
再
入
院
と
い
う
こ
と
も
…
。
奥
様
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

「
入
院
す
る
と
、
激
痛
が
緩
和
さ
れ
元
気
を
取

り
戻
し
ま
す
が
、
夫
の
強
靭
な
精
神
力
で
乗
り

越
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

　

生
命
保
険
で
は
、
入
院
の
た
び
に
給
付
金
を

受
け
取
れ
、
本
当
に
助
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
経
済
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
親
戚

以
上
の
付
き
合
い
に
な
っ
て
い
た
高
橋
さ
ん
か

ら
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
電
話
を
も
ら
い
、『
何
で
も

力
に
な
る
よ
』『
最
近
給
付
請
求
が
な
い
け
ど
、

大
丈
夫
？
』
と
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
私
は
何
で
も
相
談
し
て
い
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
ス
テ
ー
ジ
４
の
が
ん
闘
病
を
続
け

て
10
年
後
、
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
Ｏ
さ
ま
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
仕
事
継
続
の
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
当
時
体
調
が
悪
か
っ
た
の
で
退
職

し
ま
し
た
」

　

そ
し
て
３
ヵ
月
後
、
激
し
い
嘔
吐
が
続
き
、

救
急
搬
送
さ
れ
た
の
で
す
。
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「
既
得
権
」
が
大
い
に
発
揮
し
、

新
し
い
医
療
保
険
に
切
り
替
え
ら
れ
た
！

　

奥
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
激
し
い
嘔お

う

吐と

の
原
因
は
、
が
ん
が
小
腸
と

十
二
指
腸
を
強
く
圧
迫
し
た
た
め
に
、
逆
流
し

た
か
ら
で
す
。
食
道
が
破
裂
し
た
た
め
緊
急
手

術
を
受
け
る
こ
と
に
。
命
に
か
か
わ
る
と
医
師

か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
夫
は
冷
静
に
受
け
止

め
て
い
ま
し
た
」

　

術
後
10
日
間
、
Ｏ
さ
ま
は
集
中
治
療
室
で
意

識
不
明
が
続
き
ま
し
た
。

「
医
師
か
ら
夫
に
会
わ
せ
た
い
親
族
や
友
人
達

に
連
絡
し
た
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
、
私
も
子

ど
も
達
も
覚
悟
を
し
ま
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、
ま
た
奇
跡
が
起
き
た
の
で
す
。

「
医
師
も
驚
く
ほ
ど
数
値
が
上
向
き
、
急
激
に

回
復
し
た
の
で
す
。
一
時
は
要
介
護
５
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
要
介
護
２
で
す
」

　

Ｏ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
友
人
に
よ
る
と
私
の
訃
報
は
３
回
ほ
ど
流
れ

た
そ
う
で
す
（
笑
）。
現
在
は
肝
臓
に
転
移
し

ス
テ
ー
ジ
４
の
ま
ま
。
今
後
も
い
つ
入
院
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
昨
年
医
療
保
険

の
切
り
替
え
を
艮
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
」

　

艮
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｏ
さ
ま
の
病
気
は
重
く
、
治
療
は
長
期
に
わ

た
っ
て
い
た
の
で
、
切
り
替
え
は
難
し
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
こ
れ
か
ら
の
闘
病
を

考
え
、
ダ
メ
元
で
申
し
込
み
を
し
よ
う
と
話
し

合
い
ま
し
た
。
す
る
と
既
得
権
が
大
い
に
発
揮

さ
れ
、
保
障
が
充
実
し
た
新
し
い
医
療
保
険
に

な
り
ま
し
た
」

　

Ｏ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
不
思
議
な
こ
と
に
医
療
保
険
を
切
り
替
え
て

か
ら
、
１
度
も
入
院
し
て
い
ま
せ
ん
。
艮
さ
ん

に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

現
在
は
、
買
い
物
を
兼
ね
た
散
歩
を
し
な
が

ら
、
自
宅
で
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
の
が
楽

し
み
な
毎
日
。

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
延
命
治
療
は
し
な

い
と
い
う
選
択
を
主
治
医
に
伝
え
て
い
ま
す
」

　

奥
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
今
は
夫
と
毎
日
笑
っ
て
過
ご
し
、
お
互
い
に

さ
り
げ
な
く
思
い
や
り
、
１
日
１
日
を
平
穏
に

暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。
実
は
つ
い
最
近
、

初
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
！　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
際

に
会
え
て
い
な
い
の
で
、
夫
婦
で
対
面
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
艮
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
長
期
に
渡
っ
て
闘
病
の
お
役
に
立
ち
、
さ
ら

に
新
し
い
医
療
保
険
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
Ｏ
さ
ま
の
長
年
の
生
命
保
険
の
継

続
の
た
ま
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
ご
夫
婦
と

前
任
者
の
高
橋
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
応
援
に
も
つ
な
が
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
多
く
の

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
が
延
期
・

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
態
を
受
け
、
中

止
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
者
が

代
金
の
払
い
戻
し
を
辞
退
し
た
場
合
、
そ
の
金

額
分
を
「
寄
附
」
と
み
な
し
、
税
金
を
優
遇
す

る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
０
２
０
年

２
月
１
日
か
ら
２
０
２
１
年
１
月
31
日
ま
で
に

日
本
国
内
で
開
催
予
定
だ
っ
た
も
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
規
模

縮
小
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

た
だ
し
、
チ
ケ
ッ
ト
代
が
寄
附
と
し
て
認
め

ら
れ
る
の
は
、
文
化
庁
と
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
指
定

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
れ
ま
す
。
現
状
、
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
伝

統
芸
能
な
ど
の
公
演
イ
ベ
ン
ト
、
映
画
館
・
博

物
館
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
観
覧
イ
ベ
ン

ト
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
の
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
が
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、指
定
イ
ベ
ン
ト
は
、

文
化
庁
と
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
で
き
ま
す
。

寄
附
金
控
除
で
は
、
寄
附
金
合
計
額
か
ら

２
０
０
０
円
を
引
い
た
額
の
40
％
分
に
当
た
る

金
額
が
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

自
治
体
が
条
例
で
税
優
遇
を
定
め
た
場
合
、
さ

ら
に
最
大
10
％
分
が
住
民
税
か
ら
減
税
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
控
除
の
対
象
と
な
る
チ
ケ
ッ
ト
代

は
、
年
間
20
万
円
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
主
催
者

が
指
定
す
る
方
法
で
、
チ
ケ
ッ
ト
代
金
を
負
担

し
た
者
が
払
い
戻
し
を
受
け
な
い
意
思
を
連
絡

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
チ
ケ
ッ
ト

が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
の
で
、
捨
て
ず
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

連
絡
を
行
う
と
、
後
日
、
主
催
者
か
ら
「
指

定
行
事
証
明
書
」
と
「
払
戻
請
求
権
放
棄
証
明

書
」
と
い
う
２
つ
の
証
明
書
が
届
き
ま
す
。
こ

れ
ら
を
も
と
に
、
２
０
２
１
年
２
月
中
旬
か
ら

３
月
中
旬
に
か
け
て
確
定
申
告
を
行
え
ば
、
手

続
き
は
完
了
で
す
。

本
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
税
金
を
安
く

で
き
る
う
え
に
、イ
ベ
ン
ト
主
催
者
、ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
の
応
援
に
つ
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いただき、充実した活動となりました。
子どもたちが思いおもいに絵を描いたプラン
ターは、毎年、園の玄関に飾られています。
この活動も昨年で 7 回目の訪問となり、施設
の皆さまからも私たちの活動を楽しみにして
いただいています。

感染拡大防止と社会貢献活動の両立を

このほかにも、私たちは、社会福祉協議会へ
の募金、東海北陸ブロックセミナーで台風
19 号の募金活動、富山県協会のセミナーで
のドリーム募金活動等を行っています。
現在、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
これらのボランティア活動が制限されている
状態ですが、今後、感染拡大防止と社会貢献
活動の両立をはかりながら、一丸となって地
域社会に貢献できるよう努めてまいります。

子どもたちの元気な姿から
パワーをいただく

富山県協会は、2019 年 11 月 2 日、毎年恒例
の活動となっている、社会福祉法人 ルンビニ
園 児童養護施設で子どもたちの養育支援のボ
ランティア活動を行いました。
当日は、ルンビニ園の小学生 17 名、幼児 7 名、
先生 6 名、私たち会員 17 名の参加となりま
した。
こちらでの主な活動は、鉢植え作業とバルー
ンアート講師を 1 名招いてのバルーンアート
教室です。
鉢植え作業は、3 人 1 グループで、子どもたち
と一緒にプランターに好きな絵を描いて、色
とりどりのお花の鉢植えを行うというもので
す。子どもたちはとても喜んでくれ、私達自
身も元気いっぱいの子どもたちからパワーを

児童養護施設で子どもたちを 
支援するお手伝いをしました

富山県協会　副会長　村井 喜代美
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Withコロナ時代の変化に対応しできることを
レポーター　林田　智光（札幌協会会長／プルデンシャル生命）

札幌協会のスローガンは、「『Handle Change』～変化に対応する」です。Withコロナで私たちができることを 
考え、今までとは違う方法や考え方でこれからの時代に対応し、生き抜く力を身につけ、活動を行っていきます。

 ▶ 札幌市
人口 197 万 3,412 人

（2020 年 6 月 1 日現在）
札幌市を眼下に眺める藻岩山（もいわ
やま）は「日本百名月」としても認定
登録された市内随一の名月スポット。
原始林は天然記念物でもあり、登山や
ロープウェイを使っ
て山頂を訪れる人
も多い。

No.32

積極的に献血ボランティアに参加

札幌協会は年間を通して、月 1 回程度のセミナーや
ボランティア活動、役員・幹事向けの勉強会を実施し
活動を深めています。協会は教育、企画、社会奉仕、
組織強化の 4 委員会で結成されていますが、各委員
会の結束力が強く、イベントの企画から運営まで、
横の連携も含めしっかりした体制が取れているとこ
ろが私たちのセールスポイントとなります。
赤十字献血（年 2 回）のボランティア活動に関して
は、自衛隊の次に多い人数を動員しており、赤十字
社からも期待されています。また、児童福祉施設の
子供たちと屋外で遊ぶボランティアイベントも、子供
たちが元気いっぱいに安全に遊べるお手伝いができ
るので、協会の幹事自身も楽しみながら参加してい
ます。
協会の運営だけ取組むのではなく、役員・幹事のス
キルアップ、情報共有をすることが社会貢献活動の
発展につながるように考えています。『暮らしのあ
れこれ豆知識』の発刊は札幌協会・全国の地方協会
で活用いただいています。

お客様に元気と安心をお届けしたい

新型コロナウイルス感染拡大防止により活動を自粛
しているため、最近行った活動はありませんが、月
1 回の幹事会は 6 月より Web 会議として再開しま
した。また、北海道ブロックの会員向けに Web 配信
も企画するなど、JAIFA 会員の価値向上、会員増強
に向けても活動していきます。
新型コロナウイルス感染拡大により、全国で甚大な
影響を受けてしまいましたが、このようなときこそ、
生命保険業界は真価を発揮するチャンスだと思って
います。JAIFA の繋がりで情報共有し、お客様や地域
のために元気と安心をお届けできるよう共に頑張り
ましょう。
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